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神戸市会だより

2024年第２回定例市会【11月議会】が11月27日から12月６日まで開かれ、令和６年
度補正予算・条例改正の議案の審査などが行われました。
（市長提出29件、議員提出2件、合計31件）

議決した主な議案
令和6年度11月補正予算の概要

人事案件

令和6年度 神戸市一般会計
補正予算などを可決

●自然災害による被害の防止やインフラの老朽化対策などによる安全・安心なまちづくり
・道路構造物の耐震補強・補修
・市有林の山腹崩壊対策 など
●駅周辺のリノベーションなどによる
　まちの魅力向上
・王子公園駅の駐輪場整備
・名谷駅のバス停上屋改修 など

●その他財政需要
・こうべ小学校における学級増の対応
・海外移住と文化の交流センター改修 など

・神戸市市会議員の期末手当の支給月数を0.1月引上げる改定を行いました。
●神戸市市会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例

・「持続可能な学校の実現を求める意見書」を可決し、国に提出しました。
●意見書の提出

●中央区の選挙管理委員および同補充員を指名しました。
●神戸市教育委員会委員の任命に同意しました。
●人権擁護委員候補者の推薦について支障なしと答申することを決定しました。

（主な内容）

議員提出議案

2025年第1回定例市会（2月議会）は2025年
2月18日（火）から3月31日（月）の予定です。

2024年 第2回定例市会
【11月議会】の動き

本  会  議

○ 人事案件の指名
○ 令和6年度補正予算などの議案の
    提案・質疑

11/27

本  会  議

○ 人事案件の提案・採決
○ 令和６年度補正予算などの議案の
 討論・採決
○ 議員提出議案の提案・質疑・討論
　・採決

常 任 委 員 会

○ 令和6年度補正予算などの議案
 および陳情の審査

11/28・
  29

12/4

本  会  議

○ 一般質問
○ 閉会

12/5・
    6

2・3面でご紹介

　2025年は神戸市の将来にとって非常に重要な年に
なります。神戸空港の国際化やウォーターフロントの新
しいアリーナなど、神戸ににぎわいをもたらす施設が
オープンし、さまざまなイベントが次 と々開催されます。
また、都心・三宮の再整備など、神戸の発展と成長を促
す取り組みも加速していきます。
　先日、阪神・淡路大震災から30年の日を迎えました。
私たちは、多くの人々の支援により復興した神戸のまちを、こどもたちに引き継いでいかなければ
なりません。神戸市会は、市民の皆様の元気と安心をしっかりと守り、神戸の夢と未来を創造して
まいります。
　そのため、現在、神戸市会では、地域課題に対する若者の関心を高め、地方議会への参画を促
すように、三議長会（全国都道府県議会議長会、全国市議会議長会、全国町村議会議長会）と連
携し主権者教育の推進に取り組んでいます。
　２月18日に開会する2月議会は、令和７年度予算案を審議する重要な議会です。幅広い見地と
長期的な視点による活発な議論を通して、提案された内容を厳正に審査してまいります。
　私たち神戸市会議員は、今後とも、政策立案・政策提言を積極的に行い、神戸市民の皆様の幸
せと神戸のまちの発展のために、引き続き、全力で取り組んでまいります。

開会によせて

坊 やすなが
ぼう

堂下 豊史
どうした　とよじ

議長

（全国市議会議長会 会長）

副議長

神戸甲北高校と連携した
主権者教育を実施

2024年12月11日、正副議長を含む15名の議
員が高校を訪問し、神戸市が取り組むべき政策
をテーマに、意見交換などを行いました。

●神戸市会は２会期制となっています。各会期にお
いては、２回の集中審議期間を設けています。

●市会開会期間以外でも、６つの常任委員会、特別
委員会などは、必要に応じて開催します。
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今年の市会会期予定

2025年定例市会がスタート
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会 後期集中審議期間

（5月議会）



所得要件のあり方は、できる限り早く検討し結
論を出したい。また、遺品整理に関する支援は、す
まいの総合窓口「すまいるネット」で情報提供を
行っているが、他の支援については、他都市の事例
も参考に本市独自の観点を加えて検討していく。

エンディングプラン・サポート事業（※3）
身寄りのない高齢者が抱える葬儀や納骨への

不安に寄り添う意義深い取り組みであり高く評価し
ている。所得要件の見直しや遺品整理に関する支援
の追加など、今後の制度の拡
充について伺いたい。

Q

A

12月6日の一般質問から

部活動にはこれまで学校教育の一環として取り
組んできたため、教育委員会が責任を持って対応し
ていくが、必要に応じて市長部局の協力も得ながら
取り組みたい。専門部署の検討も含めて必要な体制
を確保し、こどもたちが主体的に選択して多様な活
動に参加できる機会の確保に全力をあげたい。

部活動の地域移行「KOBE◆KATSU」
2026年9月から平日・休日ともに部活動を地

域に移行するが、活動の場の喪失など移行できな
い状況に直面して、こどもたちが犠牲になることを
絶対に避けなければならない。初期段階から確実
な移行ができるよう、専門部
署の創設など体制を整備する
必要があるがどうか。

Q

A

吉田 健吾議員
（自由民主党／灘区）

12月5日の一般質問から

地域福祉センターの活用は、既存の地域活動や
他の利用団体との調整、不登校児童生徒を支援する担
い手の確保など課題も考えられるが、居場所のひとつ
として市長部局とも相談していきたい。児童生徒や保
護者が必要な支援を受けることができるよう不登校支
援の充実に取り組んでいきたい。

不登校支援
不登校児童生徒は全国的に増加傾向にあり、

神戸市でも2023年度は4747人と増えている。児童
生徒により多くの選択肢を提供し、一人一人の状況
に応じた支援を行うため、地域福祉センターを居場
所として活用し、支援の充実
を図っていくべきと考えるが見
解を伺いたい。

Q

A

12月5日の一般質問から

ご指摘の事例は、相談内容を十分お聞きせず、
再交付ができないことだけ伝えるなど、説明が不十
分でありお詫びしたい。事例を共有し、相談内容を
十分に聞き、必要な手続きを案内できるよう徹底す
るとともに、事務処理マニュアルも見直したところで
あり、今後も精神保健福祉施策の充実に努めたい。

障がい者にやさしいまち
区役所で精神障害者保健福祉手帳の再交付を

依頼した際、「親族でも個人情報は言えない」「再
発行できない」と拒否され、その対応に深く失望し
た。なぜこのような対応が行われたのか振り返り、
市民に寄り添った丁寧な対応
に向け改善が必要と考えるが
見解を伺う。

Q

A

12月5日の一般質問から

大井 としひろ議員
（日本維新の会／須磨区）

諫山 大介議員
いさやま  だいすけ

おおい

大井 としひろ議員
おおい

（こうべ未来／灘区）

介護・子育てについては、これまでも支援の充
実を図ってきているが、複合的な対応が必要という
指摘と認識している。各相談窓口で介護者・保護者
の方やご家族の状況の把握に努め、介護・育児の両
面から世帯全体にとって適切なサービスが提供され
るよう、状況に応じて関係機関が連携対応してお
り、今後もダブルケアでお困りのご家族に必要な情
報や支援が届くよう努めたい。

ダブルケアへの対応
今般の医療技術の進展に伴う介護の長期化や

晩婚化による高齢出産により、育児と介護を同時に
担う「ダブルケア」を行う人が増加している。神戸市
における支援について見解を
伺いたい。

Q

A

つじ やすひろ議員
（無所属／東灘区）

12月6日の一般質問から

ながさわ 淳一議員
じゅんいち

（日本維新の会／長田区）

アジュール舞子西側の利便施設用地の事業者
公募にあたり、公園全体のにぎわいや周辺地域の活
力創出などの提案を求めたところ多くの提案があ
り、今後、実現に向け協議を進めていく予定である。
垂水から舞子にかけての海岸エリア一帯において、
より一層の活性化が図られるよう、引き続き民間事
業者や兵庫県との連携強化を図っていきたい。

舞子東海浜緑地（アジュール舞子）の活性化
アジュール舞子の事業用地の活用にあたって

は、民間事業者や舞子公園を管理する兵庫県とも
連携し、周辺の施設との相乗効果を生み出し、地域
の活性化に寄与するものとす
べきと考えるが、今後の展望
を伺いたい。

Q

A

原  直樹議員
（日本維新の会／垂水区）

はら　  なおき

12月5日の一般質問から

本市の避難所運営は、居住スペースの広さやト
イレの設置数など、スフィア基準を満たす考え方と
なっている。災害時こまらんトイレについては、看板
設置、市ホームページの説明動画などで使用方法を
周知しているが、防災訓練での実演にも積極的に取
り組みたい。

災害に強いまちづくり
災害が頻発する中、避難生活の質が問題視さ

れており、「スフィア基準」（※1）に基づく避難所整備
が重要である。神戸市では基準を満たす避難所運
営ができるのか。また、「災害時こまらんトイレ」（※
2）については整備後年数が経過しているため、非常
時に備えて使用方法の周知が
必要ではないか。

Q

A

徳山 敏子議員
とくやま   としこ

（公明党／北区）

12月5日の一般質問から

明石川に排水している事業者に自主的な水質
検査を要請し、非公表を前提に報告を受けているほ
か、河川の水質調査を行い、その結果を公表するな
ど、国の法規制がない中、本市独自で行えることに
可能な限り取り組んでいるが、本市施設で実施して
いるPFAS低減策など、PRできていない取り組みも
あるため、対外的に発信していきたい。

明石川などの有機フッ素化合物（PFAS）汚染対策
明石川流域で暫定目標値を超えるPFASの検

出が続いている中、市民に必要な情報が知らされな
いことで、住民の不安がさらに広がっている。神戸
市の取り組みについて情報を
オープンにすることが必要と
考えるがいかがか。

Q

A

森田 たき子議員
もりた　              こ

（日本共産党／西区）

12月6日の一般質問から

本市では保護司活動の充実のため、令和6年度
予算では前年度の約2.5倍となる約1,200万円の補
助金を計上し、最寄りの会議室の利用料など利便性
の高い面談場所の確保に活用いただけることを周知
している。今後も保護司の意見を聞きながら、安全
対策・面談場所の確保に向けた支援のあり方につい
て検討していきたい。

保護司の活動支援
更生保護活動において面接場所の確保は保護

司に委ねられており負担が大きい。面談中の保護司
が亡くなる事件も発生しており、保護司の安全対策
は喫緊の課題である。神戸市として面談場所の確保
など積極的に支援をしていく
べきではないか。

Q

A

12月5日の一般質問から

（日本維新の会／須磨区）

A 山麓バイパスも料金徴収期間満了後は無料開
放されることになっているが、それまでは受益者負
担を継続すべきだ。海上コンテナ車の有料道路への
転換を促すため、山麓バイパスで大型車Ⅱの通行料
金を割り引く社会実験を予定。その効果分析を行
い、道路管理者として何ができるか検討したい。

物流の円滑化に資する
山麓バイパスの全線無料化

市道山麓線で新たな特殊車両通行許可を認め
られなくなった海上コンテナ車が、国道２号、１７５
号への迂回を余儀なくされている。神戸経済を支え
る物流ネットワークを活性化させるため、まずは物
流を担う大型車両だけでも山
麓バイパスの全線無料化を実
施してはどうか。

12月5日の一般質問から

松本 しゅうじ議員
まつもと

（自由民主党／須磨区）

教育・こども

まち・くらし

Q

よしだ     けんご

神戸市会だより 2025年2月  No.2242

12月5日・6日の本会議では、一般質問が
行われました。
その主な内容をご紹介します。

神戸市会 中継 ｜ 検索

12月6日

録画映像は神戸市会ホームページでご覧いただけます。

12月5日議員名（会派届出名の略称、選挙区）

本会議での一般質問から



現在、特別支援学校で取り組んでいるこどもたち
のスポーツ体験と、コベカツをどう連携させていくこ
とができるか、実施団体と相談したい。また、これま
での学校単位の部活動では、参加が限られる傾向に
あったが、今後コベカツの活動団体の募集を進めるに
あたり、福祉関係の団体にも広く参画を呼び掛け、障
がいを持つこどもたちの特性に応じた活動機会の拡
大につながるよう、連携の可能性を広げていきたい。

KOBE◆KATSU（コベカツ）における
特別支援学校の対応

部活動の地域移行を進めるにあたり、特別支援
学校や特別支援学級に通うこどもたちがスポーツや
文化活動に参加できる機会を
確保していただきたい。

Q

A

用 語 説 明

※1【スフィア基準】
災害や紛争などの被災者に対する人道支援活動の
国際的な基準。避難所での居住スペースやトイレ
設置の考え方などが定められている。

※2【災害時こまらんトイレ】
災害時でも水洗で利用できる公共下水道接続型の
仮設トイレ。専用のマンホールの上に仮設トイレを
組み立てて使用する。

※3【エンディングプラン・サポート事業】
頼れる身寄りがない場合や親族がいても関係が疎
遠で頼れない場合で、自身の葬儀や納骨に不安を
持たれる方が、これらの手続きについて葬祭事業者
と生前時に契約することを市が支援する仕組み。

※4【神戸市電子図書館】
神戸市立図書館の図書館カードを持っている方が
利用できるオンラインサービス。電子書籍を無料
で借りることができる。

※5【カミングコウベ】
日本最大級の無料のチャリティー音楽フェスティ
バルであり、阪神淡路大震災を語り継ぐことを大き
な目的として、2005年から開催されている。

※6【複合ターミナル】
多様な海上輸送モードへの対応や、流通加工をは
じめとした貨物の高付加価値化を一体的に実現す
るターミナル。

12月6日の一般質問から

台湾との交流促進のため、台湾の空の玄関口で
ある桃園国際空港を擁する桃園市との間で、神戸観
光局が覚書（ＭＯＵ）を締結し、既に観光交流推進
と相互誘客の取り組みを進めている。今後、台北・桃
園市にとどまらず、台中や台南を含め台湾との観光
交流、経済交流を一層深めていきたい。

台湾の国際航空便就航
台湾の航空会社が、神戸空港と台北線、台中線

のチャーター便就航の意向を表明した。これを契機
に定期便就航の実現へ需要喚起を行い、観光やビ
ジネス交流など台湾との国際連携を強めるべきと
考えるがいかがか。ひいては
台南や高雄など台湾南部との
就航の実現も目指されたい。

Q

A

12月５日の一般質問から

大規模公園など観光客が多く訪れる公園の再
整備にあたっては、それぞれの公園の立地や景観を
踏まえながら、美しい植栽となるよう工夫していき
たい。それぞれの公園に一層磨きをかけるとともに、
インバウンドも意識しながら、神戸観光の魅力をつ
くる視点を持って公園整備に取り組みたい。

神戸空港の国際化を踏まえた観光振興
市内の観光周遊ルートを意識して、公園改修時

に積極的に桜や紅葉を植樹して写真映えするような
仕掛けづくりを行ったり、公園内でイベントやカフェ
の設置をするなど、建設局が主体的に神戸観光の
魅力をつくる視点で、工夫を
凝らした公園整備を進めてい
くべきではないか。

Q

A

12月5日の一般質問から

よしだ     けんご

上畠 寛弘議員
（自由民主党／東灘区）

運営権者である関西エアポート神戸（株）に
は、議員ご指摘の状況を伝えている。本市としても
いずれ大規模なメンテナンスが必要になれば、歩行
者デッキの整備などと併せ同社とともに駐車場の舗
装について検討していくものと考える。

ガタガタの神戸空港駐車場
神戸空港の駐車場は雑草が繁茂しブロックの

ガタガタにより泥が跳ねキャリーケースが引けない
など、利用しにくいとの多くの声を聞いている。要求
水準書を確認すると、利用者が快適円滑に利用で
きるよう運営すること、機能の維持向上及び除草作
業等に努めることと記載されており、神戸市が主体
的に改善を求めるべきではな
いか。

Q

A

12月6日の一般質問から

村野 誠一議員
（新しい自民党／須磨区）

電子図書館については、児童生徒の利用促進
のため、保護者向けに情報提供を行っている。現
在、児童生徒が読書や調べ学習を行う際に、学習用
パソコンを活用して電子図書館をより簡単に利用す
る仕組みができないか、市立図書館とともに検討を
進めている。

こどもの読書環境の充実
読書活動はこどもの育ちに不可欠であると考え

るが、インターネットやSNSの普及により読書離れ
が進み、市民からは、こどもが本を持ち帰るのを嫌
がる、図書館に行く時間がないなどの悩みをお聞き
している。気軽に読書ができる環境を作るため、学
校の児童生徒に神戸市電子図
書館（※4）のIDを付与してはど
うか。

Q

A

坂口 有希子議員
（公明党／長田区）

12月5日の一般質問から

住宅開発で一時的に児童数が増えてもいずれ
は減少に転じる見込みの妙法寺小学校で、将来廃
墟化してしまう学校新設は考えられない。通常の校
舎と遜色ない暫定校舎で教室不足に対応しており、
保護者・地域との協議により横尾小学校との希望選
択制も実施する。教育環境の改善を今後も丁寧に
進める。

ゆとりある教育環境の整備
将来のこどもの減少を理由に、学校の建設抑制

と統廃合を進めた結果、過密と仮設暫定校舎が広
がり教育環境が悪化している。妙法寺小学校では
体育は公園で、水泳も民間プールを借りないと成り
立たない。学校を新設してゆ
とりある教育環境をつくるべ
きではないか。

Q

A

前田 あきら議員
まえだ

うえはた  のりひろ

むらの    せいいち

（日本共産党／須磨区）

12月６日の一般質問から

災害時の避難所や児童生徒の熱中症対策とし
て、2023年度までに全校の体育館に部分空調を整
備したが、異常高温が続いていくことも想定し、増
強の必要性を認識している。特別教室などへの空調
整備についても、現在授業で活用している教室は全
て整備が完了しており、今後転用する可能性がある
教室についても、順次整備を進めていきたい。

教育現場の環境改善
教員の人材確保のためには、働きやすい環境の

整備も不可欠である。これまでも、体育館への空調
の増設や、全ての特別教室への空調設置を求めてき
たが、教育現場の環境改善に
おける現状の進捗について伺
いたい。

Q

A

やの こうじ議員
（こうべ未来／東灘区）

12月6日の一般質問から

さかぐち       あきこ

保護者の負担を増やさず給食の質を維持する
ため、2022年度から食材価格の高騰分を公費で負
担している。一部食材価格の値上げも今後予想され
るが、子育て世帯の経済的負担軽減の観点でも給
食費の維持は重要な施策であり、2025年度の予算
編成で対応を検討し、必要な予算措置を行いたい。

学校給食に対する支援
物価高騰は市民に大きな影響を与えており、特

に子育て世代への影響は大きい。中学校給食の全
員喫食化が実施されるが、保護者の経済的負担が
増えることは避けるべきである。学校給食の食材費
高騰に対する支援を継続し、
現行の給食費を維持するべき
と考えるがどうか。

Q

A

徳山 敏子議員
とくやま    としこ

（公明党／北区）

12月5日の一般質問から

台湾との都市間交流を進めるにあたり、たとえ
ば、９万人を動員する南部の屏東県の台湾祭と交流
のあるカミングコウベ（※5）を継続的に支援するな
ど、観光、文化面も含めどういった連携ができるの
か、双方にとってどのようなメリットがあるのか、可
能性を探りたい。

台湾との都市間交流
今後、神戸空港の国際化が進むなか、神戸経済

をさらに活性化させていくためには、台南との都市
間交流や就航都市などの可能
性も見据えた交流を図るべき
と考えるがどうか。

Q

A

平野 章三議員
ひらの  しょうざん

（無所属／垂水区）

12月6日の一般質問から

経 済・観 光

複合ターミナルの形成は、日本では例のない取
り組みであるが、今後の神戸港の発展に必要不可欠
な事業である。着実に取り組みを進め、神戸港に新
たな機能を付加し、港勢拡大や新たな雇用の創出
につなげていきたい。

神戸港複合ターミナル（※6）の形成
複合ターミナルの形成に向けては、挑戦的な取

り組みが重要である。新たな機能を付加するなど、
雇用創出という神戸港の将来を考える上で重要な
課題に対応できるターミナル
となるよう議論を活性化して
いただきたい。

Q

A

村上 立真議員
（無所属／兵庫区）

12月6日の一般質問から

むらかみ　たつま

神戸が舞台となったアニメなどが放映される際
に、観光誘客につながる情報発信を行ってきた。今
後も神戸が映像作品に取り上げられるよう、制作者
に働きかけ、映像作品を通して、観光誘客につなげ
ていきたい。

神戸空港の国際化を踏まえた観光施策
日本アニメは海外から非常に注目され、アニメ

の聖地を訪問したいというニーズが非常に高い。函
館市が世界的に有名な「名探偵コナン」のアニメ
ツーリズムを推進したように、
インバウンド需要を取り込ん
でいくべきではないか。

Q

A

12月６日の一般質問から

上原 みなみ議員
うえはら

（無所属／北区）

香川 真二議員
かがわ     しんじ

（つなぐ／西区）

吉田 健吾議員
（自由民主党／灘区）

神戸市会だより 2025年2月  No.224 3



神戸市会だより

神戸市会だより

〒650-8570 神戸市中央区加納町6-5-1
☎（078）322-5853　FAX（078）322-6170

■神戸市会だよりは年4回発行します。（次回は5月号）
2025年2月  No.224
発行：神戸市会事務局

2025年2月  No.2244

2025年度の予算審議（2月議会）に向け、引き続き全力で取り組んでまいります。
※議員氏名下は会派届出名の略称　※選挙区ごとに氏名50音順

東灘区 長田区

灘区

須磨区

中央区 垂水区

兵庫区

西区

北区

●スマートフォンなどで
2次元コードを読み取
ると、各議員のホーム
ページ・SNSにアクセ
スできます。

岩佐 けんや
公明党

浅井 美佳
自由民主党

味口 としゆき
日本共産党

諫山 大介
こうべ未来

川口 まさる
日本維新の会

髙瀬 勝也
公明党

吉田 健吾
自由民主党

あわはら 富夫
つなぐ

河南 忠和
自由民主党

のまち 圭一
日本維新の会

萩原 泰三
公明党

三木 しんじろう
日本維新の会

よこはた 和幸
こうべ未来

岩谷 しげなり
日本維新の会

大かわら 鈴子
日本共産党

菅野 吉記
公明党

平野 達司
自由民主党

村上 立真
無所属

朝倉 えつ子
日本共産党

伊藤 めぐみ
こうべ未来

植中 雅子
自由民主党

上原 みなみ
無所属

五島 大亮
自由民主党

堂下 豊史
公明党

徳山 敏子
公明党

坊　やすなが
自由民主党

山本 のりかず
日本維新の会

上畠 寛弘
自由民主党

大野 陽平
自由民主党

外海 開三
日本維新の会

つじ やすひろ
無所属

なんの ゆうこ
日本維新の会

坂口 有希子
公明党

ながさわ 淳一
日本維新の会

平井 真千子
自由民主党

森本　真
日本共産党

大井 としひろ
日本維新の会

門田 まゆみ
公明党

木戸 さだかず
こうべ未来

住本 かずのり
日本維新の会

村野 誠一
新しい自民党

前田 あきら
日本共産党

松本 しゅうじ
自由民主党

赤田 かつのり
日本共産党

岡田 ゆうじ
新しい自民党

川内 清尚
こうべ未来

さとう まちこ
日本維新の会

しらくに 高太郎
自由民主党

原　直樹
日本維新の会

平野 章三
無所属

細谷 典功
公明党

壬生 潤
公明党

香川 真二
つなぐ

かじ 幸夫
こうべ未来

黒田 武志
日本維新の会

高橋 としえ
日本維新の会

坊池　正
自由民主党

宮田 公子
公明党

森田 たき子
日本共産党

𠮷田 謙治
公明党

山口 由美
自由民主党

山下 てんせい
自由民主党

西　ただす
日本共産党

松本 のり子
日本共産党

やの こうじ
こうべ未来
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